
此
の
水
車
出
来
す
る
に
よ
り
、
品
川
種
を
は
た
く
水
車
も
抽
出
々
出
来
せ

り
。
但
し
此
の
楽
合
所
は
、
此
の
地

K
七
夕
年
之
間
有
・之
慮
、
小
立

野
士
清
水
へ
引
移
す
と
見
h
、
明
舷
三
年
の
僚
に
今
年
之
秋
小
立
野

水
咋
灘
令
所
少
火
事
之
俄
有
ν
之
。
依
ν
之
町
之
内
K
而
努
合
之
官
静
被
v

お
vm附
と
い
ひ
.
尚
治
元
年
の
保
に
は
、
今
年
八
月
中
旬
よ
り
土
清
水

に
於
て
水
車
を
以
て
銚
地
の
袈
合
主
刷
出
し
、
今
以
不
悌
。
と
あ
り
。
三

州
芯
来
図
綬
覚
附
鍬
に
も
.
出
品
川
女
四
年
五
月
よ
り
小
立
野
波
活
寺
議
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湾
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波
t
h
寺
の
彼
方
陀
鋭
胞
の
合
明
記
所
出
来
.
水
車
を
以
て
叫
聞
記
を
裂
す
。

高
岡
山
市
兵
街
と
一
冨
ム
本
人
・
扶
制
判
叩
胸
は
る
に
於
て
は
水
平
を
以
て
紫

合
可
v
致
旨
・
合
所
ま
で
及
v
断
に
付
、
御
回
開
民
組
和
問
助
右
衛
門
・御

大
工
山
上
韓
国
布
衛
門
と
示
談
し
、
水
車
山
両
市
m.
誕
合
所
を
建
て
た
り
。

O
銃
薬
製
合
腕
蕃
地

問
M
家
見
聞
州
却
に
云
ム
。
峰
山
女
凶
年
五
月
下
旬
よ
り
‘
小
立
野
石
引
町

れ
ど
.
昔
よ
り
梼
名
を
呼
び
来
れ
り
。
但
し
地
獄
橋
の
名
義
は
.
如

何
な
る
山
総
よ
り
起
れ
る
に
や
鮮
か
た
ら
宇
。
じ
ゅ
も
く
を
ぢ
ご
く

と
呼
び
訣
り
た
る
在
る
べ
し
。

此
の
橋
は
.
波
止
市
寺
前
に
あ
り
。
一
設
に
、
此
の
橋
本
名
は
樹
木
橋

と
呼
べ
り
と
も
い
へ
り
。
反
巴
用
水
の
叫
惜
し
水
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梨
け
た
る
小
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友

込
み
、
澗
枇
を
一
枇
に
相
立
皮
旨
、
明
治
八
年
出
願
し
許
可
相
成
り
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小
松
一
脚
枇
と
命
名
せ
ら
れ
し
か
ど
.
一
耳
々
の
次
第
有
ν
之
.
同
十
二
年

ムハ五

小
松
賞
門
公
の
震
を
配
り
銀
め
た
る
よ
し
い
ひ
体
へ
、
犯
り
世
帯
る
所

の
一
脚
質
も
帥
ち
小
松
武
門
公
の
榊
像
な
り
と
ぞ
。
省
洞
枇
逃
品
百
方
、

も
と
滞
貨
を
以
て
命
ぜ
ら
れ
し
ゅ
主
、

修
繕
方
も
務
の
作
都
所
な
り

し
が
、

腹
班
附
後
製
品
開

m
E践
し
.
此
の
地
溢
銚
下
げ
に
成
り
た
り
。

故
陀
右
柄
枇
も
共
に
脳
出
す
べ
き
を
.
士
族
二
・
=
一名
此
の
地
主
口
ひ

に
水
磁
を
設
け
、
銃
撲
を
府
か
し
む
。浪
士
高
以
一
兵
街
と
い
ふ
も
の

碓
法
を
献
宇
。
高
臥
は
後
桜
山
山
城
守
の
臣
と
た
る
。
高
治
一
元
年
今
の

土
清
水
の
地
に
側
じ
.同
年
八
月
中
旬
よ
り
銑
猿
を
製
す
る
耶
始
る
。
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搾
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略
長
澗

d

流
泉
帥
盟
中
A
b
，
一
輪
高
経
.
馬
子
之
術
品

J

乾
抑
旋

帥
叫
水
色
如
此
令
a

人
賞
不
ν
勉

e

民
機
動
刷
出
今
.
筒
心
期
見
.
或
は
一
再

ム
。
従
前
小
立
野
土
山
川
水
の
刷
出
禁
所
近
哨
曜
に
銀
守
枇
あ
り
。
此
の
鎖

守
刑
も
そ
の
か
み
波
消
寺
の
溢
に
製
築
所
あ
り
し
閥
、
和
街
地
に
て
肥

り
た
る
た
ら
ん
か
。
布
製
薬
所
は
、
醤
務
三
社
中
納
言
利
常
卿
‘
小

松
に
在
披
し
給
ム
頃
創
立
せ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
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干
、
相
叫
司
枇
の
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鍵
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